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し
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よ
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空
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真
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の
湖
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緩
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譲
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｣
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↑

魔
神

の
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誌
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講
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六
g
-
ー
ー
･

“
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戸
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法
に
つ
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て

沢

田

先

生

摩

周
湖
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W
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告

i
l
l
!
l
l
!
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も

会
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動

深
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怖

に
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四
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度
収
支
予
算

似

た
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行
政
書
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反
検
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知
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巻

頭
言

(第28号)

行
政
書
士
会
発
展
の
た
め
に

◎
業
務
範
囲
厳
守
に
つ
い
て

行
政
書
士
法
第
十
六
条
の
三
に
よ
り
、
行
政
書
士
会
の
会
員

は
、
行
政
書
士
法
第
一
条
に
、
行
政
書
士
は
、
他
人
の
依
頼
を

受
け
報
酬
を
得
て
、
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
そ
の
他
権
利
菱

報

務
又
は
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
(実
地
調
査
に
基
づ
く
国
面

会

類
を
含
む
)
を
作
成
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
。
行
政
書
士
は
、

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

書
一
業
務
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

政
.
は
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
書
士
会
員
は
類
似
薬

一行
“
種
で
あ
る
司
法
書
士
法
、
土
地
家
屋
調
査
士
法
、
建
築
士
法
･

道

税
理
士
法
、
公
認
会
計
士
法
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
、
そ
の
他

海

札
幌
支

部
総

会

一
、
五
月
十
四
日
午
後
一時
、
大
通
区
出
張
所
に
於
い
て
行
な

曰

わ
れ
た
。

　
　則

-
、
出
席
人
員

三
十
八
名

箱

‐議

事

6

昭
和
四
十
年
度
事
業
報
告
決
算
報
告
の
件

昭
和
四
十
〆
年
度
事
業
計
画
及
予
算
案
承
認
の
件

ー

陸
運
関
係
及
び
農
地
法
関
係
の
研
修
会
開
催
の
希
望
あ

然粕

正
代
]支

部
呻
も総
“
△
云

北 海 道 行 政 書 士 会 報 　　
郡

｢

六
月
五
日

午
後
-時

網
走
市
千
代
亞
早
に
て

7

一
、
出
席
人
員

十
二
名

鋒
-
･
来

賓

本
会
藤
山
副
会
長
･
網
走
市
農
業
委
員
会

加
瀬
事
務
局
長

ー

一
、
報

告

昭
和
四
十
年
度
会
務

昭
和
四
十
年
度
決
算

一
、
議

案

支
部
役
員
旅
費
額
等
支
給
額
決
定
の
件

質
疑
に
入
り
夫
々
応
答
討
議
を
な
し
盛
会
裡
に
午
後
三
時
四

十
分
閉
会
し
た
。

本
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
き
農
地
法
関
係
の
研
修
会
を
開
催

し
た
。

札
幌
市
農
地
委
員
会
及
び
札
幌
市
宅
地
指
導
課
よ
り
講
師
を

派
遣
願
い
、
会
員
多
数
が
出
席
し
研
鎖
し
た
。

空
知
支
部
定
時
総
会

一、
六
月
五
日
午
前
十
時
、
岩
見
沢
農
業
協
同
組
合
事
務
所
に

於
い
て
行
な
わ
れ
た
。

一、
出
席
人
員

十
六
名

一
、
来

賓

岩
見
沢
市
長
(代
理
総
務
部
管
財
係
長
藤
沢

勝
美
氏
)

一
、
報

告

昭
和
四
十
年
度
業
務

昭
和
四
十
年
度
決
算

一
、
議

案

齢

昭
和
四
十
一年
度
予
算

回

業
務
講
習
会
(七
月
十
日
)
開
催

内

農
地
法
の
全
般
其
の
他
。

異
議
な
く
可
決
さ
れ
た
。

一
、
役
員
改
選
に
移
り
次
の
新
役
員
に
決
ま
る
。

支
部
長

今
村
竜
太
郎

副
支
部
長

竹
内
茂

一
、
橘
口

優
、
木
村
栄
次
郎

監

事

南
川
小
四
郎
、
但
野
方
吉

部

長

ー
庶
務
部
長

岡
田
勝
美

2
業
務
部
長

後
藤

勲

一、
協
議
事
項

イ
、
会
費
納
入
に
つ
い
て

ロ
、
報
酬
額
の
計
算
に
つ
い
て

ハ
、
他
書
士
業
務
へ
の
領
域
侵
犯
に
つ
い
て

二
、
非
行
政
書
士
の
対
策
に
つ
い
て

一
、
本
会
よ
り
渡
辺
会
長
出
席

- 2 -

氏

名

林
谷

幸
吉

内
山

良
夫

武
田

徳
蕨

松
田

健
一

氏
家

幸
雄

河
島

栄
作

菅
原

繁
治

大
淵

博

佐
藤
幸
四
郎

加
藤

春
松

名
古
屋

赳

山
内

敏
雄

津
田

政
雄

井
上

淳

常
見

庄
司

行
政

書
士

の

登

録
‐

会

長

渡

辺

慶

吉

関
連
あ
る
法
律
に
定
め
ら
れ
た
法
律
違
反
を
犯
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
厳
守
願
い
ま
す
。

最
近
こ
れ
ら
の
法
律
違
反
容
疑
に
よ
り
司
局
の
取
調
を
受
け

て
い
る
不
祥
事
の
発
生
を
見
る
事
例
も
あ
り
誠
に
違
憾
に
堪
え

な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
司
法
書
士
は
司
法
書
士
法
第
一
条
、
土
地

家
屋
調
査
士
は
、
土
地
家
屋
調
査
士
法
第
二
条
、
建
築
士
は
建

築
士
法
第
十
八
条
に
よ
る
業
務
執
行
で
あ
り
、
税
理
士
は
税
理

士
法
第
二
条
、
公
認
会
計
士
は
、
公
認
会
計
士
法
第
二
条
に
そ

れ
ぞ
れ
業
務
内
容
が
明
示
さ
れ
法
に
定
め
ら
れ
た
有
資
格
者
又

は
免
許
を
受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
法
律
違
反
を
犯
す
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
各
々
の
業
務
範
囲
を
越
え
な
い
明
朗
な
る

業
界
発
展
の
た
め
努
力
せ
ら
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

北

支
部
だ
よ
り

に
決
定
。

(役
員
改
選
)

役
員
の
改
選
に
先
だ
ち
藤
山
利
夫
氏
外
四
名
の
選
衝
委

員
を
選
任
し
た
。
還
御
委
員
に
よ
り
、
選
任
さ
れ
た
役
員

満
場
一
致
承
認
さ
れ
た
。

研

修

会

一
、
日

時

六
月
四
日
午
後
一
時
、
豊
水
区
出
張
所
に
於

い
て
行
な
わ
れ
た
。

て
出
席
人
員

三
十
四
名

〆
、
課

題

0
四
月
二
日
の
釧
路
支
部
総
会
の
た
よ
り
は
会
報
"
号
に
掲
載

し
ま
し
た
が
、
当
時
の
写
真
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
本
号
に

掲
げ
ま
す
。

5 4 4誌
上
講
座

戸
籍
法
に
つ
い
て

(第
六
回
)

旭
川
市
役
所
市
民
課

沢

田

孝

親

権

ゞ

篤
、
親
権
の
変
遷

、

古
代
の
社
会
に
お
い
て
は
、
親
権
は
親
が
子
に
対
す
る
絶
対

≦
驫
爵
亭
な
仂≧
逕
ざ
ま
幇
:
-
"

′
、

トこそ
Eゞ
奉
読
心
事;を中部
主
事
封
ま
定
よさ

き
与さ
き
,:
う
き
蝉≦
なさ
ふなさ
、ゞ
""
-い
き
/

竺

-な
い
二
言
･

4 4 4 4 4 3 3

- 3 -
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一

が
あ
っ
た
り
、
学
齢
に
達
し
た
後
の
も
の
、
そ
"
也
芸
努
詩

一

日
ム円
で
ろ
フ
(

、

織
“き
ざ
炙
れ
･執
事“き
ら
珪
:
"
:
浮
流
･精
*

テ
シ
ノ
こ

し
津留
.
鶏
議
事
…“
“
%な
こ
,
メ
J
当
y
三ゞ
角

的
な
支
配
権
で
恰
も
所
有
権
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
親
は

子
に
対
し
て
遺
棄
殺
害
売
却
等
所
謂
生
殺
与
奪
の
権
限
が
あ
る

鍔
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
o
我
が
国
に
於
て
も
徳
川
時
代
ま
で
は
親

餓
権
の
作
用
と
し
て
子
の
殺
堂鬘
禁
勘
当
等
が
行
な
ゎ
れ
て
い

た
。
明
治
に
な
っ
て
自
由
人
権
の
思
想
が
欧
米
諸
国
か
ら
入
っ

て
き
て
親
権
の
観
念
に
著
し
い
変
化
を
も
た
ら
し
親
の
権
利
で

あ
る
と
同
時
に
子
を
保
護
す
る
た
め
の
義
務
で
あ
る
と
云
う
考

え
方
に
変
っ
て
き
た
。

2
、
親
権
の
意
義

父
母
が
親
で
あ
る
と
い
う
身
分
に
基
づ
い
て
、
未
成
年
の
子

の
養
育
を
目
的
と
す
る
権
利
義
務
の
総
体
を
親
権
と
云
う
。

難
…

親
権
は
権
利
で
あ
る
と
同
時
に
義
務
で
あ
る
。
現
在
の
法
令

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

±

3
、
親
権
の
内
容

書
h

イ
、
子
の
身
上
に
関
す
る
権
利
義
務

政

の
教
育
看
護
の
権
利
義
務

一行~

②
居
所
指
定
権

道

③
懲
戒
権

④
職
業
許
可
権

海

③
親
権
の
代
行
権

し
し1

ロ
、
子
の
財
産
に
関
す
る
権
利
義
務

の
財
産
管
理
権

②
財
産
行
為
の
代
理
権

③
財
産
行
為
の
同
意
権
及
び
取
得
権

4
、
親
権
に
服
す
る
も
の

日

①
未
成
年
の
子
は
父
母
の
親
権
に
服
す
る

月

②
未
成
年
の
養
子
は
養
父
母
の
親
権
に
服
す
る

7

5
、
親

権

者

年

の
父
母
婚
姻
中
の
場
合
、
父
母
共
同

9 6

養
父
母
婚
姻
中
の
場
合
、
養
父
母
共
同

ー

父
母

養̂
父
母
)
の
ノ
方
が
所
在
不
明
そ
の
他
の
事
由

日

ぱ
な
ら
な
い
。

月

②
裁
判
に
基
づ
く
届
出

6
に
よ
る
親
権
者
指
定
ま
た
は
親
権
者
変
更
の
裁
判
が

年6

確
定
し
も
し
く
は
調
停
成
立
し
た
と
き
は
、
親
権
者
に
な

っ
た
者
は
、
そ
の
裁
判
が
確
定
も
し
く
は
調
定
成
立
の
日

ー

か
ら
十
日
以
内
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
五
才
未
満
の
養
子
が
離
縁
す
る
場
合
に
、
そ
の
養
子

が
縁
組
継
続
中
に
実
父
母
が
離
婚
し
て
い
て
離
縁
後
の
親

権
者
を
審
判
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
場
合
は
そ
の
他
の
事

項
欄
に
｢養
子
の
離
縁
後
は
父
何
某
が
親
権
を
行
な
う
｣

報

と
記
載
し
て
審
判
書
の
謄
本
を
添
付
す
れ
ば
別
に
親
権
者

会

指
定
届
の
提
出
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
市
町
村
長

が
職
権
で
親
権
の
記
載
を
す
る
。

土

門
、
親
権
ま
た
は
管
理
権
喪
失
宣
告

書

父
母
の
一方
が
親
権
ま
た
は
管
理
権
喪
失
の
宣
告
を
受
け
他

政

の
一
方
が
そ
の
権
利
を
行
な
う
場
合
は
そ
の
親
権
者
は
、
右
の

行

宣
告
の
裁
判
確
定
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
親
権
ま
た
は
管
理
権

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

海

時
に
失
権
の
宣
告
を
受
け
た
場
合
は
届
出
の
必
要
が
な
い
。
こ

"比
…
の
と
き
は
後
見
が
開
始
す
る
。

俊
、
失
権
宣
告
取
消

失
権
取
消
の
裁
判
が
確
定
し
た
場
合
は
、
そ
の
裁
判
を
請
求

し
た
も
の
が
確
定
の
日
か
う
十
日
以
内
に
失
権
取
消
届
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
届
出
は
父
母
の
一
方
が
失
権
宣
告
を

受
け
他
の
一
方
が
親
権
を
行
な
っ
て
い
る
場
合
の
み
に
な
さ
れ

る
。
現
に
後
見
が
開
始
し
て
い
る
場
合
は
後
見
人
か
ら
後
見
終

了
届
を
す
る
か
ら
失
権
宣
告
の
取
消
届
を
要
し
な
い
。

勒
健
、
親
権
ま
た
は
管
理
権
の
辞
任
と
回
復

鰍
親
権
ま
た
は
管
理
権
の
辞
任
及
び
回
復
は
家
庭
裁
翔

の
許

(

可
を
要
し
そ
の
許
可
が
辞
任
及
び
回
復
の
要
件
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
許
可
が
な
い
届
出
は
間
違
っ
て
受
理
し
て
も
そ
の
効
力
が

空

知

札

幌
“

旭

川

函

館

札

幌

支

部

-
氏

名

外

塚

英

二

辻

二

郎

白

川

茂

喜

近

田

三

夫

松

井

森
三
郎

矢

沢

佐

一

芦
別
市
北
ー
条
束
2
丁
目
7

札
幌
市
北
符
条
西
7
丁
目

旭
川
市
5
条
旧
丁
目
右
旧
号

上
川
郡
東
鷹
栖
村
字
近
文

山
越
郡
長
万
部
町
字
長
万
部

江
別
市
緑
町
西
2
丁
目
3

住

所

6

･
24

6

･

20

6

.
舒

6

･
糾

5

.
ガ

5

･
燧

退
会
月
日

死

亡
“

‘

“
廃

業

死

亡

廃

業

備

考

◇
退

会

札

幌
"
釧

路
" "
札

幌

釧

路
"
札

幌

網

走

支

部

七
六
五

七
六
四

七
六
三

七
六
-
-

七
六
一

七
六
〇

七
五
九

七
五
八

七
五
七

七
五
六

会
員
番
号

山

藤

報

新

藤

直

山

下

省

三

吉

田

正

史

長

浦

正

志

松

永

正

敏

常

見

庄

司

石

岡

豊
太
郎

久
保
田

文

雄

村

井

工

氏

名

札
幌
市
北
総
条
東
9
丁
目

釧
路
市
川
上
町
7
丁
目
2

釧
路
市
宮
本
町
視

千
歳
市
東
雲
町
3
丁
目
ー

江
別
市
緑
町
西
ー
丁
目
路

札
幌
市
平
岸
6
条
4
丁
目

釧
路
市
春
珠
i
3
1

札
幌
市
北
9
条
東
6
丁
目

札
幌
市
北
倦
条
東
脇
丁
目
7
の
2

北
見
市
大
通
西
八
丁
目

事

務

所

6
.
"

6

･
約

GU
･
イー

"
R
U
･
11

5

･
第

5

･
24

5
.
“

5
.
ワ

5
･
13

入
会
月
日

“ "

新

入
,
会

再

入

会

" " " " "

新

入

会

備

考

丈

の
一
方
が
親
権
を
行
な
う
。

父
母

(養
父
母
)
の
一
方
が
死
亡
し
た
と
き
も
同
様
で

あ
る
。

②
父
母
が
婚
姻
し
て
い
な
い
場
合
、
単
独
親
権

の
嫡
出
で
な
い
子
の
親
権
は
母
が
行
な
う

回
父
母
離
婚
後
に
出
生
し
た
子
の
親
権
は
母
が
行
な
う

③
協
議
で
親
権
者
を
定
め
る
場
合

船
父
母
が
協
議
上
の
離
婚
を
す
る
場
合
は
そ
の
一方
を

親
権
者
と
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

回
②
の
船
の
場
合
の
子
を
父
が
認
知
し
た
と
き
は
父
母

の
協
議
で
父
を
親
権
者
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
②
の
回
の
場
合
も
協
議
で
父
を
親
権
者
と
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

日
十
五
才
未
満
の
養
子
が
離
縁
す
る
場
合
、
実
父
母
が

養
子
の
縁
組
継
続
中
に
離
婚
し
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
協
議
で
一.方
を
養
子
の
離
縁
後
に
お
け
る
親
権
者

に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6
、
裁
判
若
し
く
は
調
停
に
よ
っ
て
親
権
者
を
指
定
又
は
変
更

す
る
場
合
船
親
権
者
指
定

の
裁
判
上
の
離
婚
の
場
合
は
、
当
該
離
婚
の
裁
判
に

お
い
て
同
時
に
父
母
の
一
方
を
親
権
者
に
定
め

る
。

②
5
の
③
協
議
に
よ
っ
て
親
権
者
を
定
め
る
場
合
に

お
い
て
そ
の
協
議
が
整
わ
な
い
と
き
、
又
は
協
議

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
家
庭
裁
判
所
は

父
又
は
母
の
請
求
に
よ
っ
て
協
議
に
代
わ
る
審
判

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
場
合
は
調
停

に
よ
っ
て
も
親
権
者
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

7
、
親
権
者
変
更

0
5
の
③
の
協
議
6
の
審
判
に
よ
っ
て
父
母
の
一
方
を
親

権
者
と
定
め
た
後
、
子
の
利
益
の
た
め
親
権
者
を
他
の

隣
っ
て
家
庭
裁
判
所
の
許
可
の
審
判
が
あ
っ
て
も
届
出
を
し

な
け
れ
ば
そ
の
効
力
は
生
じ
な
い
。

父
母
の
一
方
が
親
権
を
行
な
っ
て
い
た
場
合
に
親
権
の
辞
任

報

告

◇
入

会

(針
年
4
月
20
日
よ
り
6
月
)

〔会
員
移
動
〕

は
子
の
親
族
の
請
求
に
よ
り
親
権
者
変
更
の
審
判
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

②
協
議
又
は
裁
判
に
よ
っ
て
父
母
の
一
方
を
親
権
者
に
定

め
た
後
親
権
者
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
他
の
一方
が
親

権
者
と
な
る
こ
と
な
く
後
見
が
開
始
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
親
権
者
変
更
の
余
地
は
な
い
こ
と
に
な
る
が
家
庭

裁
判
所
に
お
い
て
親
権
変
更
の
審
判
を
し
た
場
合
は
そ

の
審
判
に
基
づ
い
て
し
た
届
出
は
受
理
す
る
と
の
先
例

が
あ
る
。

尚
親
権
者
変
更
は
調
停
手
続
に
よ
っ
て
も
で
き
る
。

8
、
親
権
行
使
に
対
す
る
制
限

親
権
を
行
な
う
父
ま
た
は
母
と
親
権
に
服
す
る
子
と
利
益
相

反
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
父
ま
た
は
母
は
子
を
代
表
し
て
そ

の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
子
の
た
め
に
特
別
代
理

人
を
選
任
す
る
こ
と
を
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

9
、
親
権
の
代
行

未
成
年
者
の
親
権
を
行
な
う
べ
き
母
(稀
に
は
父
)
が
未
成

年
の
場
合
は
母

(父
)
は
親
権
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
な
い
。

こ
の
場
合
は
母

(父
)
の
法
定
代
理
人
で
あ
る
父
母
ま
た
は
後

見
人
が
未
成
年
者
で
あ
る
母

(父
)
に
代
っ
て
親
権
を
行
な

、h./o
籠
、
親
権
者
指
定
ま
た
は
変
更
の
届
出

の
協
議
に
よ
る
届
出

竹
協
議
で
離
婚
を
す
る
と
き
は
そ
の
離
婚
届
書
に
書
く

回
十
五
才
未
満
の
養
子
が
離
縁
す
る
場
合
そ
の
養
子
が

縁
組
継
続
中
に
実
父
母
が
離
婚
し
て
い
る
と
き
は
そ

の
協
議
で
そ
の
一
方
を
親
権
者
と
定
め
る
が
、
こ
の

場
合
は
養
子
縁
組
届
の
｢そ
の
他
の
事
項
｣
欄
に

｢親
権
者
を
定
め
る
協
議
を
証
す
る
書
面
は
同
時
提

出
の
親
権
者
指
定
届
を
援
用
す
る
｣
と
記
載
し
て
親

権
者
指
定
届
を
同
時
に
提
出
す
る
。

双
方
と
も
辞
任
し
た
と
き
は
、
後
見
が
開
始
す
る
の
で
あ
る

が
、
前
に
述
べ
た
失
権
宣
告
の
場
合
と
違
っ
て
辞
任
届
を
し
て

か
ら
後
見
開
始
の
届
出
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
〔次
回
に
続
く
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(第28号)

0
四
十

一年
頭
初
よ
り
六
月
三
十
日
ま
で
の
会
員
移
動
調

北

四
十
一年
度
収
支
予
算

海 道 行 政 書 士 会 報9 6 6年

◇
昭
和
四
十
一年
度
収
支
予
算
案
を
左
記
の
通
り
提
案
し
ま
し

た
が
、
三
月
二
十
日
の
定
時
総
会
に
於
い
て
、
支
出
の
部

(交
付
金
に
つ
い
て
)
修
正
の
要
あ
り
と
認
め
、
理
事
会
に

日

一
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
三
月
十
二
日
、
理
事
会
に
於
い
て

1

修
正
可
決
し
、
本
年
度
収
支
予
算
案
は
後
記
の
通
り
決
定
さ

月
【
7

れ
ま
し
た
。

《本
年
度
収
支
予
算
》

収
入
の
部

支
出
の
部

原
案
通
り
無
修
正

修
正
予
算

9 6 6年 7月15日

、

容
簑輳
者
の
住
所
氏
後̂
年
,令

住
所
、

0
0
市
0
0
町

氏
名

何

･某

年
令

0
0
才
位

一、
違
反
容
疑
の
事
実

事
務
所
の
名
称

行
政
代
行
事
務
所

開
設
年
月
日

昭
和
三
十
八
年
二
月
二
十
日
頃

事

務

内

容
行
政
書
士
法
第
十
九
条
に
該
当
容
疑

(失
業
保
険
事
務
に
関
係
)
詳
細
略
す
。

右
に
関
し
昭
和
四
十
一
年
七
月
四
日
左
記
の
回
答
に
接
す
。

四
十
一年
検
三
二
五
号

検
察
処
分
通
知
書

貴
殿
か
ら
昭
和
四
〇
年
八
月
十
九
日
附
付
告
発
の
あ
っ

た
何
某
に
対
す
る
行
政
書
士
法
違
反
事
件
に
つ
い
て
は
昭

和
四
十
一年
六
月
三
〇
日
左
記
処
分
を
し
た
の
で
通
知
す

る
。

北 海 道 行 政 書 士 会 報(第28号)

二
、
不
起
訴
(起
訴
猶
予
)

昭
和
四
十
一年
六
月
三
〇
日

何
々
区
検
察
庁
検
察
官
0
0
0
0

北
海
道
行
政
書
士
会

会
長

渡
辺
慶
古
殿

◇
一
九
七
二
年
冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
札
幌
市
に
決
定

世
紀
の
美
の
祭
典
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
推
進
し
成
功
さ
せ

よ
う
。

◎

連

絡

一、
本
年
二
月
札
幌
に
於
い
て
開
催
の
金
造
行
政
書
士
会
総
会

に
て
本
年
一月
よ
り
支
部
交
付
金
一人
宛
五
十
円
に
減
額
決

　　
　

　
　
　
　

　

　　

　
　　
　
　

　
　　

~静
キ
＼
“
.-
““

‘
脳
＼
-
“
.′｢%
"
“-
!
テ
ー
-
-
一三
に
“
も

◇
非
行
政
書
士
事
例
に
つ
い
て

昭
和
四
十
年
八
月
十
九
日
総
第
五
十
三
号
を
以
っ
て
、
0
警

察
署
長
宛
に
左
の
文
章
を
発
し
た
。

行
政
書
士
法
違
反
容
疑
取
調
願
の
件

昭
和
二
十
六
年
二
月
二
十
二
日
法
律
第
四
号
を
以
っ
て
従
来

の
代
書
人
取
締
規
則
が
行
政
書
士
法
と
し
て
制
定
せ
ら
れ
、
更

に
昭
和
三
十
五
年
五
月
二
十
日
法
律
第
八
十
六
号
を
以
っ
て
同

法
の
ー
部
改
正
せ
ら
れ
、
そ
の
内
容
に
於
い
て
従
来
自
由
業
で

宗
へさ
れ
ま
し
た
こ
と
は
倒
れ承
知
の
こ
と
と
思
わ
れ
-ま
、す
が
、

今
回
旭
川
支
部
長
よ
り
一
層
徹
底
の
た
め
、
会
報
に
掲
載
の

要
あ
り
と
の
要
望
に
応
え
遅
く
な
り
ま
し
た
が
交
付
金
の
減

額
の
こ
と
更
に
確
認
し
て
下
さ
い
。

二
、
事
務
局
長
移
動

今
回
吉
成
事
務
局
長
は
長
期
に
亘
り
幾
多
の
功
績
を
残
し
、

五
月
三
十
一
日
付
で
退
職
さ
れ
、
そ
の
後
任
に
加
藤
幹
髪
氏

が
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
事
務
局
長
御
苦
労
様
で

し
た
。
一
同
を
代
表
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

◎
就
任
御
挨
拶
:
･加
藤
事
務
局
長

今
回
図
ら
ず
も
事
務
局
長
に
選
任
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
四
十

有
年
教
育
界
に
の
み
歩
ん
で
き
た
も
の
で
す
の
で
行
政
書
士

会
の
仕
事
は
未
知
の
領
域
で
浅
学
非
才
そ
の
重
任
に
堪
え
得

る
や
否
や
懸
念
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い
会
員
各
位
の
御
鞭
撻

御
支
援
に
よ
り
お
役
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
簡
単
で
す
が
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
日
誌

五

月

6
日

小
欖
支
部
長
よ
り
の
違
反
者
報
告
文
書
総
務
部
長
へ
回

送
す

7
日

札
幌
の
違
反
者
報
告
文
書
総
務
部
長
へ
回
送
す

13
日

入
会
、
網
走
ー
退
会
、
札
幌
-

14
日

札
幌
支
部
総
会

17
日

入
会
、
札
幌
2

旧
日

会
費
滞
納
三
カ
月
以
上
の
会
員
に
対
し
督
促
状
発
送

23
日

行
政
書
士
違
反
容
疑
者
取
調
べ
願
い
の
件
札
幌
西
警
察

署
長
宛
要
請

報
酬
額
改
正
委
員
会
委
員
を
選
考
す
(m
名
)

24
日

入
会
、
釧
路
ー

25
日

入
会
、
札
幌
ー

ち
同
法
第
十
五
条
に
よ
り
行

政
書
士
は
各
都
道
府
県
毎
に

会
則
を
定
め
て
一
個
の
会
を

設
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
規
定
せ
ら
れ
又
同
法
第
十

九
条
に
よ
り
、
行
政
書
士
会

に
入
会
し
て
い
る
行
政
書
士

で
な
い
も
の
は
、
同
法
第
一

条
規
定
の
行
政
書
士
業
務
を

葉
と
し
て
行
な
う
こ
と
が
出

来
な
い
。
又
同
法
第
二
十
一

条
で
第
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
違
反
し
た
も
の
は
、
『

年
以
下
の
懲
役
又
は
、
一
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と

規
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
の
施
行
期
日
は
昭
和
三
十

五
年
十
月
と
な
っ
て
居
る
の

で
同
年
九
月
同
業
者
相
寄
り

可
急
的
に
会
則
を
草
案
し
、

知
事
の
認
可
を
得
て
全
道
行

政
書
士
に
対
し
改
正
法
の
周

知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
本
会
を
設
立
し
、
入
会
を
P
R
し

た
結
果
現
在
会
員
五
百
九
十
名
(本
年
六
月
末
日
現
在
)
に

達
し
各
支
庁
の
区
域
毎
に
支
部
組
織
を
設
け
会
員
各
位
は
行
政

書
士
た
る
の
品
位
品
掲
に
努
め
、
誠
実
を
モ
ッ
ト
ー
に
一
般
民

衆
の
用
役
に
励
み
行
政
官
公
署
の
良
き
協
力
者
と
な
る
よ
う
万

全
の
努
力
を
致
し
て
居
り
ま
す
。
然
る
に
今
般
御
署
管
内
に
行

政
書
士
法
違
反
者
が
存
在
す
る
旨
通
報
が
あ
っ
た
の
で
、
下
記

を
御
参
考
に
御
取
調
べ
賜
わ
り
度
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な

お
違
反
事
実
が
あ
る
場
合
は
本
書
を
以
っ
て
告
発
と
し
て
御
処

理
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

項 [日 当初予算 修正予算 差引増減 備 考

会 議 費 鰡卿 Û 修正なし

企 画 費
会 報 費 鋤纖 彌纖

△30, 000

“
交 付 金 支部交付金 446

,
000

鯏拗
ゆ閃樅
臥鰍隷
わ即⑧
度
姫
中
郷

年
は
月
沿

40
分
カ
ハ

負 担 金 鱒 鰍
nu 修正なし

事 務 費

費

費

費

品

耗

備

消

雑

滋

㈱

湖
鰡

埠

棍

△

△

と

と

て

円

門

し

皿
減
鱒
城
と

心
円

ゆ
円

円

減

ゆ
00

15
閲

和
我

円

を
心

を
ゆ

江
鑿

節

費
即
品
5

博
肝
心

品
て
耗
て
費
00

27

備
し
消
し
雑
る
計

雑 支 出 30,000 蛔
nU しな正修

退職積立金 l9
,
200

脚
nU しな正修

予 備 費 54
,
000

卿贓△
合 計

如加
nU

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　　　　　
　　
　
　
　　

芻
旧
も
休
拷不会
員
の
調
査
方
旭
川
支
部
長
に
依
頼

30
日

報
酬
額
改
正
委
員
会
、
午
後
六
時
よ
り
開
催

釧
日

吉
成
事
務
局
長
退
職
願
提
出

六

月

1
日

入
会
、
札
幌
1

4
日

札
幌
支
部
講
習
会

空
知
支
部
総
会
出
席
の
た
め
渡
辺
会
長
出
発

網
走
支
部
総
会
出
席
の
た
め
藤
山
副
会
長
出
発

日
本
行
政
書
士
会
近
畿
支
部
長
よ
り
労
務
管
理
保
険
士

法
反
対
上
申
書
到
着

=
日

第
二
回
報
酬
額
改
正
委
員
会
午
後
二
時
よ
り
開
催

13
日

後
任
事
務
局
長
採
用
面
接

14
日

入
会
、
釧
路
ー
、
退
会
、
旭
川
ー

15
日
倦
日

北
海
道
神
宮
祭
典

17
日

後
任
事
務
局
長
加
藤
幹
髪
氏
出
勤

十
勝
支
部
ま
り
山
根
行
政
書
士
の
事
件
に
つ
き
電
話
ぁ
り

退
会
、
旭
川
1

旧
日

十
勝
支
部
ょ
ゑ
報
根
事
件
の
書
面
届
く

20
日

退
会
、
札
幌
ー

綱
紀
委
員
長
緊
急
選
任
に
関
す
る
書
面
決
議
に
つ
い
て

の
文
書
発
送

23
日

十
勝
支
部
長
佐
々
木
行
雄
氏
山
根
事
件
に
つ
い
て
来
訪

24
日

退
会
、
空
知
-

(死
亡
に
よ
り
)
香
典
を
贈
る

第
日

第
四
回
理
事
会
開
催
の
案
内
状
発
送

27
日

入
会
、
札
幌
ー

東
京
都
行
政
書
士
会
の
役
員
変
更
通
知
届
く

◎

注

意

本
年
度
の
行
政
書
士
試
験
は
次
の
よ
う
に
発
表
さ
れ
ま
し
た

の
で
熟
読
下
さ
い
。

行
政
書
士
試
験
受
験
案
内

行
政
書
士
法
(昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
)
第
四
条
の
規

/○



(第28号)

定
に
よ
る
、
昭
和
四
十
一
年
度
の
行
政
書
士
試
験
を
次
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
。

北
海
道
総
務
部
地
方
課

一
、
試
験
の
期
日

昭
和
四
十
一
年
十
月
六
日
(木
曜
日
)

二
、
試
験
の
場
所

札
幌
試
験
場

札
幌
市
北
三
条
西
十
二
丁

目
北
海
道
職
員
研
修
所
(旧
林
業
講
習
所
)

旭
川
試
験
場

旭
川
市
六
条
通
十
丁
目

上
川
支
庁

釧
路
試
験
場

釧
路
市
満
見
町
二
丁
目

釧
路
支
庁

三
、
受
験
願
書
の
受
付
期
間

報

昭
和
四
十
一
年
八
月
十
五
日
か
ら
昭
和
四
十
一年
九
月
十

会

四
日
ま
で
(平
日
は
午
後
五
時
、
土
曜
日
は
午
後
○
時
三

○
分
ま
で
)
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
の
消
印
の
あ

士

る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。

書

四
･
受
験
願
筈
及
び
受
験
資
格
認
定
申
請
書
の
提
出
先

政

の
受
験
願
書

札
幌
市
北
三
条
西
六
丁
目

北
海
道
総
務
部

行

地
方
課

②
受
験
資
格
認
定
申
請
書

も
よ
り
の
支
庁
地
方
部
総
務
課

道

五
･
受
験
資
格

海
~

①
次
の
各
号
の
-
つ
に
該
当
す
る
者

北

ァ

学
校
教
育
法
(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
)

に
よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
。
そ
の
他
同
法
第
五

十
八
条
第
一
項
(大
学
入
学
資
格
)
に
規
定
す
る
者

イ

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
と
し
て
行
政
事
務

を
担
当
し
た
期
間
が
こ
れ
を
通
算
し
て
三
年
以
上
に
な

日

る
者

郎
②
次
の
各
号
の
ち

に
該
当
す
る
者
で
あ
ら
か
じ
め
知
事
か

7

ら
受
験
資
格
の
認
定
を
受
け
た
老

年6

7

行
政
書
士
の
補
助
者
と
し
て
、
そ
の
殿
に
通
算
し
て

6

三
年
以
上
従
事
し
た
者

f

イ

公
団
＼
‐各
種
ノー協
同
組
合
等
の
職
員
と
し
て
、
行
政
事

,“““
【

　　　　　　　　　　

郵
便
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、
あ
て
先
を
明
記
し
十
五

円
切
手
を
は
っ
て
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
の
こ
と
。

③

受
験
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
北
海
道
総
務
部
地
方
課

行
政
第
二
係
(札
幌
市
北
三
条
西
六
丁
目

電
話
二
五
局

九
三

一番

内
線
四
三
八
番
)
又
は
′
も
よ
り
の
支
庁

地
方
部
総
務
課
地
方
係
に
対
し
て
行
な
う
こ
と
。

別
記
様
式日

【

受 験 資 格 認 定 申 請 書

年

殿

をぎ

◎

生日[月年

行政書士法第 3条第 3号に該当すず者として認定されたく、 行政書士法施行細則第

1条の規定により、 履歴書及び関係書類を添えて、 申請します。

籍

所

り
名　

本

住

偽
氏

申請者
住

ゥ

前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
能
力

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者

六
、
試
験
科
目

筆
記
試
験

憲
法
、
法
学
通
論
、
戸
籍
法
、
行
政
書
士
関
係

法
令
、
一
般
常
識
、
作
支

七
、
受
験
願
書
提
出
手
続

受
験
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
行
政
書
士
受
験
願
書
に
所
定

の
事
項
を
記
入
し
、
次
の
書
類
及
び
受
験
手
数
料
を
添
え
て

知
事
に
提
出
し
受
験
票
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
。
郵
送
に
よ

り
提
出
す
る
場
合
は
A
封
筒
の
表
に
｢行
政
書
士
試
験
受
験

願
書
在
中
｣
と
朱
書
し
、
あ
て
先
を
明
記
し
十
五
円
切
手
を

は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
。

○

本
籍
市
町
村
長
の
発
行
す
る
身
分
証
明
書

②

受
験
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

(市
町
村

長
そ
の
他
官
公
署
の
長
、
学
校
長
等
の
在
職
証
明
書
、
卒

業
証
明
書
、
受
験
資
格
認
定
証
等
)

③

受
験
手
数
料
五
百
円
(北
海
道
収
入
証
紙
を
受
験
願
書

の
所
定
欄
に
は
り
つ
け
る
こ
と
。)

八
、
受
験
資
格
認
定
手
続

前
記
五
受
験
資
格
②
に
該
当
す
る
者
で
知
事
の
認
定
を
受

け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
受
験
資
格
認
定

申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
知
事

(も
よ
り
の
支
庁
総
務

課
)
に
提
出
す
る
こ
と
o

の

履
歴
書

②

学
業
証
明
書
(最
終
学
校
の
卒
業
証
明
童巳

③

前
記
五
受
験
資
格
②
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類

九
、
そ
の
他

の

受
験
資
格
の
認
定
は
、
受
験
願
書
提
出
前
に
行
な
う
必

要
が
あ
る
の
で
、
す
み
や
か
に
申
請
書
を
提
出
し
、
受
験

資
格
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
o

の
Y
受
験
願
書
及
び
受
験
案
内
は
、
北
海
道
総
務
部
地
方
詳

言
員
ミミミミ
ミ""""雪
国
副
一員
国
璽
員
国
司
国
璽
当
国
璽
"国
司
国
璽
三

ヨ
会

-

断
目
番

‘'せ
き
羸
第
二
九
号

Lb

ノ
、

“
ノ

で

も
J
r
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